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沖縄県における家庭科教育の実態（第Ⅳ報）
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はじめに このような趣旨で「家庭生活」領域は新設され

たが、本県のこの領域の指導の実態はどのように

なっているのだろうか。

今回は、「家庭生活」領域の調理指導を中心に

第Ⅲ報にも示した、

①家庭科の新たな方向性に即した教育がなされて

いるだろうか。

②小・中・高一貫性の観点に立った指導が、各学

校段階で確立されているだろうか。

③郷土の生活の実態に即した題材が適切に取り入

れられているだろうか。

この３点をふまえ、今後の沖縄県の家庭科教育

の望ましいあり方について、その方向性の一端を

提案できればと思い、中学校技術・家庭科の担当

教師を対象に実態調査を行い、以下の結果を得た

ので報告する。

平成元年３月15日に告示された学習指導要領で

は、中学校技術・家庭科に新たに「情報基礎」と

「家庭生活」の２領域が設けられたことは、第Ⅲ

報で述べたとおりである。

従来、「家庭生活」に関しては、小学校では「家

族の生活と住居｣、高等学校では、男女共に選択

必修科目の「家庭一般」「生活技術」「生活一般」

で、いずれも「家族と家庭生活」として取り上げ

られているが、中学校段階だけが「家庭生活」に

関して独立した領域が示されていなかった｡今回、

「家庭生活」領域の新設により小・中・高校をと

おして「家庭生活」についての学習が位置づけら

れたことになる。

小学校では「家族の一員として家庭生活に協

力して充実した生活をしようとする態度を育てる

立場」から、中学校では「自己の生活と家族の生

活との関係について理解させ、家庭生活をより

よくしようとする実践的な態度を育てる立場」か

ら、高校では「将来の自分及び家庭の生活を経営

する立場」から、それぞれ学習することになって

いる。

Ⅱ、調査の概要

１．調査方法：技術・家庭科「家庭生活」領域の

調理指導についてアンケート調査を実施した。

２．調査の期間：1996年７月－８月

３．調査対象、属性人数及び回収率は、表１の通

りである。

県下の中学校技術・家庭科担当教諭150人を対

象にアンケート調査を実施した。有効資料92人に

ついて分析した。回収率は61.3％であった。
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２）家庭科担当者の身分

家庭科担当者の身分は､全体では､教諭が84.2％

で８割強を占め、臨任、非常勤講師は、それぞれ

7.9％の１割以下であった。臨任、非常勤講師の

配置は地区により偏りがみられる。中頭地区の離

島へき地等は非常勤講師の対応が多い地区である

が、全て家庭科免許所持者を当てている。

表１調査対象及び属性人数（家庭生活）

又数効資料数

表３家庭科担当の身分（家庭生活）

駁翻
Ⅲ、結果及び考察

１．基本的属性

１）家庭科の免許所持の有無

「技術・家庭」の家庭系列の担当者の免許所持

率は、全体的には66.7％で約７割近く占めている

が、家庭科の免許を持たずに指導しているのが

33.3％の３割強であった。免許外担当者について、

地区別にみると、最も多いのが八重山で73.3％の

高率を占め、次いで、国頭の60.0％であった。そ

のほとんどが、離島やへき地の小・中併置校や小

規模枝である。

逆に、免許所持率の高い地区は、中頭の96.2％、

那覇80.0％、島尻76.5％の順であった。
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３）家庭科担当者の経験年数

教員経験年数は、全体的には16年以上が最も多

く５０．６％､次いで２－５年15.7％、６－１０年14.6％

で、１０年以上の経験年数の教員が約６割弱を占め

ている。

地区別では、特徴がみられ宮古は６－１０年が

42.8％で最も多く、他の５地区は16年以上が高率

を占めている。
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表４家庭担当の経験年数（家庭生活） 2．家庭科指導の実態

１）家庭科の指導体制

家庭系列を何人で指導しているかについては、

表６のように１人で指導しているのは、全体では

75.6％、２人で指導は22.2％、３人での指導は

2.2％となっている。

これを免許との関連でみると、全体では、家庭

科免許を所持し「家庭科のみ」を担当しているの

は58.9％、「家庭科と他教科」担当は7.8％であっ

た｡また､免許外で｢他教科と家庭科｣担当が33.3％

の３割強を占めている。

指導体制の内訳をみると、「１人で指導｣の場合、家

庭科の免許を所持している教員が家庭科のみを担当

しているのは45.6％、家庭科と他教科を担当してい

るのは4.4％の少数であるが､国語､理科､特殊学級

等の教科外を担当している｡また､家庭科の免許を持

たない教員が家庭科を担当しているのは25.6％である。

「２人で指導」の場合をみると、家庭科の免許

所持者が家庭科のみを担当しているのは､12.2％、

家庭科と他教科を担当しているのは2.2％、また、

家庭科の免許を持たない教員が家庭科を担当して

いるのは７．８％となっている。

地区別にみると、離島へき地の多い八重山、国

頭地区は家庭科免許外教員による担当が著しく多

く各々73.3％、60.0％を占めている。この免許外

担当の問題は、家庭科の免許を持たないで家庭科

を担当している場合と家庭科の教師が免許のない

他教科を担当している場合がある。各教科の目標

及び基礎的・基本的事項をおさえた効果的な指導

のためには定期的な研修の機会をもつ必要がある

のではないだろうか。

数字＝実数

４）家庭科担当者の年齢

全体的には、５０代が最も多く37.1％で４割近く

を占めている。次いで30代24.7％、２０代20.2％の

順である。

地区別では、年齢構成のバランスがよいのは国

頭地区で、２０代-50代まで各々20％台を占めてい

る。中頭地区もバランスは良好な傾向にあるが、

那覇地区は40代がＯで、２０代-30代も少ない。島

尻地区は、他地区と異なり20代の若い教員が多い

傾向にある。先に述べた経験年数を反映して家庭

科担当者の年齢は高い。

表５家庭科担当の年齢（家庭生活）

２）「家庭生活」の中で食物の指導内容に当てる

授業時数

「家庭生活」領域の指導内容で食物に当てる授

業時数は、表７－lのように４－８時間が最も多

く65.0％、次いで９－１２時間、35-36時間が同じ

比率の13.3％となっている。どの地区もほとんど

同様の傾向にあった。

また、７０時間と回答したのもあったが、他の項

目の回答との関連から見ると７時間の誤答ではな

いかと思われる。数字＝実数
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表６家庭科の指導体制 (家庭生活）
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表７－１ 「
家庭生活」の中で食物の指導内容に当てる授業時数（家庭生活）

表７－２「家庭生活，の中で食物の指遵内容に当てる将輩Ｒ封し調理同封イ室廃止法】
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授業時数と調理実習の回数については、表７－

２のように学校差があるが、全体的には授業時数

４－８時間内での調理実習１－２回と答えたのが

60.2％と最も多かった。他は授業時数と調理回数

にばらつきがみられる。また、授業時間の確保は

全ての学校が２時間連続の時間割を組んでいる。

-40人が65.4％-70.6％と約７割を占めている。

国頭､八重山は10人未満と10-20人クラスが多く、

この２つで国頭は73.4％、八重山は80.1％となっ

ている。宮古は10人未満のクラスはなく、10-20

人のクラスが最も多く42.9％、21-30人のクラス

と31-40人のクラスは同比率の28.6％であった。

学習形態について授業クラス毎にみると、２１人

以上のクラスは全て男女共学であるが10人未満、

10-20人の場合は男女別学や－部男女共学、一部

男女別学がみられる。全体的には、男女共学が

83.3％で最も多く､男女別学は13.3％､一部共学・

一部別学は3.3％の低率であった。

３）１つの授業クラスの人数と学習形態

１つの授業クラスの人数は31-40人が47.8％で

最も多く、次いで10人未満の23.3％、10-20人が

１８．９％となっていろ。

地区別にみると、中頭、那覇、島尻は全体とほ

ぼ同様の傾向を示し１つのクラスの人数構成は3１

(家庭生活）

表８１つの授業クラスの人数と学習形態

-１３３－

総数９０

(100.0）

10人未満１０～20人２１~30人３１~40人４１人～

2１１７８４３１

(23.3）（18.9）（8.9）（47.8）（1.1）

男女男女一部共学男女男女一部共学

共学別学一部共学共学別学一部共学男女共学男女共学男女共学

1６３２７９１８４３１

(17.8）（3.3）（2,2）（7.8）（10.0）（1.1）（8,9）（47.8）（11）

学習形態別の計

9０

(100.0）

男女男女一部共学

共学別学一部別学

7５１２３

(83.3）（13.3）（3.3）

国頭１５

(100.0）

中頭２６

(100.0）

那覇１０

(100.0）

島尻１７

(100.0）

宮古７

(1000）

八重山１５

(100.0）

４１６２２

(26.7）（6,7）（40.0）（13.3）（13.3）

２２１１２１７１

(7,7）（7.7）（3.8）（3.8）（7.7）（65.4）（3.8）

１１１７

(10.0）（10.0）（10.0）（70.0）

２１１１１２

(11.8）（5,9）（5.9）（5.9）（70,6）

２１２２

(28.6）（14.3）（28.6）（28.6）

７１４３

(46.7）（6.7）（26.7）（20.0）

８６１

(53.3）（4qO）（40.0）

2３３

(88.5）（115）

1０

(1000）

1６１

(94`1）（5.9）

４２１

(57,1）（28.6）（14.3）

1４１

(93.3）（14.3）
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３．「家庭生活」領域での調理実習の実態

１）「家庭生活」領域での調理実習の回数

調理実習の回数は、全体的には２回が最も多く

42.5％を占め、次いで１回31.0％、３回は17.2％、

５回以上は5.7％であった。表７－２の授業時数

とは別に、単に調理実習のみでみても、１－２回

が最も多く７３．５％で７割強を占めている。

２）鯛理実習の指導内容

調理実習の指導内容は、全体的にみて「簡単な

調理を組み合わせた朝食の指導」と、「簡単な調

理を組み合わせた朝食、昼食の指導」が同じ比率

で44.2％、「簡単な調理を組み合わせた昼食の指

導」が11.6％となっている。調理回数との関係を

みると、「簡単な調理を組み合わせた朝食の指導」

は１－２回が最も多く44.2％中41.8％を占める。

「簡単な調理を組み合わせた昼食の指導」でも１

－２回が11.6％中8.2％を占めて多い。同様に「簡

単な調理を組み合わせた朝食、昼食の指導」の場

合も２－３回が44.2％中38.4％と高率を占めている。

表９「家庭生活」での調理実習の回数

(家庭生活）

。２回３回４１百

EＩＣ

【)ＯＯｌ（３IＣ

３）調理実習の指導内容と活用している主な食品

「簡単な調理を組み合わせた朝食の指導」「簡

単な調理を組み合わせた昼食の指導」及び「簡単

な調理を組み合わせた朝食、昼食の指導」で活用

している主な食品は、表11のとおり「加工品・半

加工品の活用に重きをおかない」が39.5％で最も

多く、「加工品・半加工品の活用に重きをおく」

と「生鮮食品の活用に重きをおく」同率の25.6％、

「どちらともいえない」は9.3％であった。

地区別でみると、国頭、中頭、島尻地区は「加

工品・半加工品活用に重きをおかない」が47.1-

57.1％で最も多く、「生鮮食品の活用に重きをお

く」は八重山地区が61.5％で最も高かった。宮古

地区はいづれの項目も28.6％の同率であった。

（家庭生活）

ＪＯ－ＯｌＩＺＵＯｌｌ５２０）（ZＣ

脳１０

､0.0ｌＩ４ＵＯ）［40.0）（2０－０

域Ｉ〃

FH

J

里宝山

[IＣ 【１１｢、｡［

表１０調理実習の指導内容と調理回数

ろ［４＆

HＸUｂ

回３回４回８回１０回

ｍＩｎｌｌ

､(】

雅靭ｌＣ
ｎｏｏ－ｏ‘

､0-0

=、にＪ

（IOC

数字＝実数

－１３４－

｢WKT7yMTHi7X1jliJiii7’

総数８６

(100.0）

簡単な調理を組み合わせた
朝食の指導
38(44.2）

1回２回３回５回

2１１５１１

2４．４１７．４１．２Ｌ２

小計

３８

４４．２

簡単な調理を組み合わせた
昼食の指導
10(11.6）

１回２回３回５回10回

６１１１１

７．０１．２１．２１．２１．２

小計

１０

１１．６

簡単な調理を組み合わせた
朝食、昼食の指導

38(44.2）

２回３回４回８回10回

2１１２３１１

2４．４１４．０３．５１．２１．２

小針

３８

４４．２

国頭１４
（100.0）

中頭２５
（100.0）

郡覇１０
（100.0）

島尻１７
（100.0）

宮古７
（100.0）

八重山１３
（100.0）

’
１

１２
５
１
３

４

４
４
３
６

１
３

７

(50.0〉

９

(34.6）

４

(40.0）

９

(52.9）

ｌ

(14.3）

８

(53.3）

－－－１－

１

１１１

２－－－－

２－－－－

－－－－１

１

(7.1）

１

(3.8）

３

(30.0）

２

(11.8）

２

(28.6）

１

(6.7）

３２－－１

８５２－－

２１－－－

３２１－－

３１－－－

２１－１－

６

(42.9）

１５

(61.5）

３

(30.0）

６

(35.3）

４

(57.1）

４

(26.7）

国頭１４４５３２

(100.0）（28.6）（35.7）（21.4）（14.3）

中頭２５５１３５２

(100.0）（20.0）（52.0）（20.0）（8.0）

那覇1０４４２

(100.0）（40.0）（40.0）（20.0）

島尻１７８６２１

(100.0）（47.0）（35.3）（11.8）（5.9）

宮古７３３１

(100.0）（42.9）（42.9）（14.2）

八重山１４３６２－３

(100.0）（21.4）（42.9）（14.3）（2Ｌ４）
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表１１調理実習の指導内容と活用している食品 (家庭生活）

数字＝実数

４）朝食の実習で取り上げている鯛理

「簡単な調理を組み合わせた朝食の指導」で取

り上げている献立は、表10からみても１－５回の

調理実習を実施していることから、複数回答もあ

るが、「パン」を主とした朝食の指導が77.5％で

最も多く、次いで「米飯」主とした指導が40.8％、

「妙飯」を主とした指導が11.3％となっている。

「バン」を主とした指導では、「ピザトースト

とサラダまたはフルーツヨーグルト」の献立

43.7％を占め、次いで「ピザトースト」だけの献

立で18.3％、「トーストとハムエッグにサラダ」

の献立が8.5％となっている。

味蜘を主とした朝食の指導では、汁物を扱った

献立が多く、「米飯とみそ汁」に「卵とじ」や「ハム

エヅグ」「ゴーヤーチャンブルー」「サラダ」「即

席漬け」などの副食を加えた献立を合わせると36.6％

で、その中で、「米飯とみそ汁」だけの献立は

9.9％であった。朝食の指導では30-40分でできる

ものを取り上げ、教師が調理名を指定せず各グルー

プで計画したものを実習させている学校もあった。

５）昼食の実習で取り上げている鯛理

「簡単な調理を組み合わせた昼食の指導」でも、

朝食の実習と同様に複数回答もあるが、朝食の実

習とは逆に「米飯」を主とした献立が最も多く

52.9％を占め、次いで「妙飯」を主とした献立が

25.5％、「パン」や「スパゲティ」等を用いた、

その他の献立が15.7％となっていた。

「米飯」を主とした献立では、「汁物」を扱っ

た献立は少なく、僅か9.8％で他はほとんどが弁

当にも応用できる献立が43.1％を占めていた。

「妙飯｣を主とした献立では､｢チャーハンとスー

プ」に「サラダ」か「果物」を添えた献立が多く

21.6％を占めていた。表12,表13から「朝食」と

「昼食」の献立をみると「米飯」及び「バン」を

主とした献立を扱っているのは共に65.1％であっ

た。その他の「麺類」や「タコライス」は8.1％

であった。

昼食の調理実習では、その日の学校給食の献立

との組み合わせを考え、日によって調理の実習の

取り入れ方が異なると回答した学校もあった。

－１３５－

総数８６

(100.0）

力､工品･半加工品活用

に重きをおく

９１食の昼食の朝食､昼
術導指導食の指潮
９１１２

(10.5）（1.1）（14.0）

2２

(25.6）

加工品･半加工品活用
にⅢきをおかない

ＷＩ食の昼食の朝食､昼
指灘術導食の指導
1５６１３

(17.4）（7.0）（15.1）

測

(39.5）

生鮮食品活用に重きをおく

WI食の昼食のＷＩ食､昼

掬導指導食の指導
1１２９

(12.8）（2.3）（10.5）

2２

(25.6）

その他どちらとも言えない

朝食の昼食の朝食､昼
柑導指靭食の指期
３１４

(3.5）（1.1）（4.7）

８

(9.3）

国頭１４
(100.0）

中頭２５
(100.0）

那覇10
(100.0）

島尻1７
(100.0）

宮古７
(100.0）

人互Ⅲ1３
(100.0）

１
６

１
２
２

１

２
１

１
３

２

３

(2L4）

７

(28.0）

２

(20.0リ

４

(羽.5）

２

(236）

４

(30.8）

３
５

４
１

１
１

２
１

１

’
４

６
２

３

１
１

１
１

１

１
０

０
１

６

８
Ⅱ
胆
＆
４
０
８
孔
２
３
－

５
４

４
４

２
１

Ｉ
ｉ

１
ｌ

１
３

２
１

２

１
１

１
１

１
２

１
５

２

(14.3）

４

(16.0）

３

(30.0）

３

(17.6）

２

(28.6）

８

(61.5）

１
１

１
１

１

１
１

１

１
１

１
０

１
．
２
。
１

７
８

－
１

Ⅱ
１
１

８
３
１

７

０
Ｚ
Ｌ
１
４
１
。
７

０
１
０
１

１
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表１２朝食の実習で取り上げている調理 (家庭生活）

（注）サラダ＝グリーンサラダ又はフルーツサラダ

表１３昼食の実習で取り上げている調理

数字＝実数

（家庭生活）

(注）サラダ＝グリーンサラダ又はフルーツサラダ 数字＝実数

－１３６－

総数７１

米飯２９（40.8） ｉ
米
飯
イ
ナ
ム
ド
チ
ム
ニ
エ
ル
１

米
飯
ハ
ム
エ
ソ
グ
サ
ラ
ダ
即
席
波
１

米
飯
み
そ
汁
ゴ
ー
ャ
ー
チ
ャ
ン
ブ
ル
ー
１

米
飯
み
そ
汁
サ
ラ
ダ
即
席
波
１

米
飯
み
そ
汁
サ
ラ
ダ
ハ
ム
エ
ヅ
グ

１

米
飯
み
そ
汁
サ
ラ
ダ

３

米
飯
み
そ
汁
卵
と
じ
ハ
ム
エ
ッ
グ
１

米
飯
み
そ
汁
卵
と
じ
即
席
漬
５

米
飯
み
そ
汁
卵
と
じ

４

米
飯
み
そ
汁
即
席
漬

３

米
飯
み
そ
汁

７

１６６３Ｉ６２

炊飯８（11.3）

チ
ャ
ー
ハ
ン

２

チ
ャ
ー
ハ
ン
み
そ
汁

１

チ
ャ
ー
ハ
ン
ス
ー
プ

３

チ
ャ
ー
ハ
ン
ス
ー
プ
サ
ラ
ダ
か
即
席
漬
２

バン５５（77.5）

ピ
ザ
ト
ー
ス
ト

サ
ム
フ
げ
く
か

フ
ル
ー
ツ
ヨ
ー
グ
ル
，
卜

７
Ⅱ

●
□
■
一
●
●

３
“
」
脚

３

ピ
ザ
ト
ー
ス
ト

旧
ａ
“

１

フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
サ
ラ
ダ
飲
み
物

２

ト
ー
ス
ト
サ
ラ
ダ

１

ト
ー
ス
ト
ハ
ム
エ
ッ
グ
サ
ラ
ダ

６

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
サ
ラ
ダ
飲
み
物

１

ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
野
菜
・
果
物
ジ
ュ
ー
ス
１

皿
型
７
咀
５
６

頭
頭
覇
尻
古
山
璽

国
中
那
島
宮
八

２
２
’
１
’
２

１
’
一
一
２
’

’
４
｜
｜
｜
’

２
２
’
１
｜
’

’
’
１
｜
’
’

’
’
’
２
’
１

’
’
一
一
一
１

’
’
’
１
｜
’

’
１
｜
｜
｜
’

’
’
’
’
’
１

’
１
｜
｜
｜
’

－
１
｜
｜
｜
’

｜
｜
｜
｜
’
２

１
｜
｜
｜
｜
’

’
２
’
１
’
一

’
’
’
’
’
２

３
３
’
３
２
２

３
Ⅳ
’
８
１
２

’
’
’
１
’
２

｜
｜
｜
｜
’
１

’
’
６
｜
｜
’

’
’
’
一
一
１

’
’
’
’
’
１

米飯２７（52.9）
米
飯
み
そ
汁
オ
ム
レ
ツ
即
席
漬
１

米
飯
コ
ー
ン
ス
ー
プ

４

１８
０

９く５

お
に
ぎ
り

１

カ
レ
ー
ラ
イ
ス

１１１１

米
飯
魚
や
肉
の
加
エ
品
と
野
菜
炊
め
香
の
物
１

米
飯
魚
や
肉
の
加
工
品
と
野
菜
炊
め
３

１２２４

米
飯
焼
き
肉

２

米
飯
ポ
テ
ト
と
野
菜
の
ソ
テ
ー
野
菜
炊
め
２

１％１
０

３４１２２

炊飯13(25.5）

チ
ャ
ー
ハ
ン
ス
ー
プ

１

チ
ャ
ー
ハ
ン

１

１９２
３Ｉ

チ
ャ
ー
ハ
ン
ス
ー
プ
サ
ラ
ダ

チ
ャ
ー
ハ
ン
ス
ー
プ
果
物

“｜ｕ四

その他８（15.7）

タ
コ
｝
フ
イ
ス

１

タ
コ
ラ
イ
ス
ス
ー
プ

１

ピ
ザ
ト
ー
ス
ト
ハ
ム
エ
ッ
グ
サ
ラ
ダ

１

ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
ミ
ー
ト
ソ
ー
ス
サ
ラ
ダ

１

煮
込
み
う
ど
ん

１

冷
し
中
華

２

沖
縄
そ
ば

１

’
１
’
’
’
’

’
３
｜
｜
’
１

８
胆
７
８
６
７

頭
頭
覇
尻
古
山
璽

国
中
那
島
宮
八

１１－－－－１－－－－－１

１－１－－－１１－－－１－

－－３－２－－－１－１－－

－－－２－－－－－１－－－

－１－－－１１－－－－－－

１
｜
｜
｜
｜
’

’
１
｜
｜
｜
’

’
’
１
２
１
１

１
３
’
１
１
’

’
１
｜
｜
｜
’

’
１
｜
｜
｜
’

｜
｜
｜
’
１
’

１
｜
｜
｜
｜
’

｜
｜
｜
’
１
’

｜
｜
｜
’
１
１

’
１
｜
｜
｜
’
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６）郷土料理の指導の有無

郷土料理を取り入れて指導しているのが20.0％

の２割で、指導していないのが80.0％と著しく高

かった。

また、指導している場合の指導回数は、ほとん

どが１回で「簡単な朝食の指導」や「昼食の指導」

の献立の中に取り入れて指導しているのが多い。

なかには調理回数を増やしたり、朝食や昼食の指

導とは別に取り扱ったり、夏休みの課題として指

導している学校もあった。

郷土料理の内容としては、沖縄そば、サーター

アンダギー、ぐずもち、ポーポー、いもくずプッ

トルー、チャンプルー、アンダンスー、クファ

ジューシ－、イナムドチ、アーサ汁などであった。

であった。

「十分とはいえないが知っている」と答えたの

は、宮古57.1％が最も多く、次いで島尻の52.9％、

中頭、那覇は共に50.0％、この４地区が半数以上

を占めていた。また、免許外でも「十分とはいえ

ないが知っている」と答えたのは、全体では

17.8％、地区別では、八重山40.0％で多く、次い

で宮古28.6％、他は20％前後であった。

「知らない」と答えたのは、家庭科免許所持者

では5.9％であったが、免許外では、国頭40.0％、

八重山33.3％であった。

全体的にみて、免許外教師の場合は、小学校家

庭科の食物領域に対する理解に乏しい傾向にあっ

た。

表１４郷土料理の指導の有無（家庭生活） 表１５小学校家庭科の食物領域の理解の有無

（家庭生活）

Ｘ畦特免兜肝外家庭科館魚群外宝胚科⑩○酢＄
１Ｍ］

段ｕＯｑＣ

H［uOU・Ｕ

数字＝実数

４．小学校家庭科の食物領域の理解の有無 数字＝実数

5．高等学校「家庭一般」「生活一般」「生活技術」

の食物領域の理解の有無

小学校家庭科の食物領域の内容を知っているか

については、「十分とはいえない」が57.8％、「十

分知っている」２５．５％、「知らない」１６．７％の順

であった。

地区別では、「十分知っている」と答えたのは、

中頭の46.2％が最も多く、次いで那覇30.0％で他

は20％以下であったが、全員家庭科の免許所持者

高等学校「家庭一般」「生活一般」「生活技術」

の食物領域の内容については、全体的には、「十

分とはいえないが知っている」が54.4％で最も多

く、次いで「知らない」４１．１％、「十分知っている」

-１３７－

総数
指導している

16(20.0）
指導していない

64(80.0）

家庭科免許免許外家庭科免許免許外
所持所持

8０９７６１３

総数（100.0）（11.2）（8.8）（76.2）（3.8）

国頭

中頭

那覇

島尻

宮古

八重山

1５１１４

(100.0）（6.7）（93.3）

2２６１１５

(100.0）（27.3）（4.5）（68.2）

９１８

(100.0）（11.1）（88.9）

1３１９３

(100.0）（7.7）（69.2）（23.1）

７１６

(100.0）（14.3）（85.7）

1４１４９

(100.0）（7.1）（28.6）（64.3）

総数

総数
十分知っている十分とはいえない知らない
23(25.5）５２(57.8）１５(16.7）

家庭科免免肝外家庭科免免院外家庭科免免肝外
静j斫持肝所持酢所持

9０２３３６１６１１４

(l0qO）（25.2）（40.0）（17.8）．(Ll）（15.6）

国頭

中頭

那覇

島尻

宮古

八重山

1５３３３６

(100.0）（20.0）（20.0）（20.0）（40.0）

2６１２１３１

(100.0）（46.2）（50.0）（3.8）

1０３５２

(100.0）（30.0）（50.0）（20.0）

1７３９３１１

(100.0）（17.6）（52.9）（17.6）（5.9）（5.9）

７４２１

(100.0）（57.1）（28.6）（14.3）

1５２２６５

(100.0）（13.3）（13.3）（40.0）（33.3）
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(土4.4％の１割以下の低率であった。

地区別では、「十分知っている」と答えたのは

国頭、中頭の２地区のみであった。「十分とはい

えないが知っている｣は家庭科免許所持者の場合、

48.9％、免許外5.6％、地区別では、中頭の65.4％

が最も多く、次いで島尻58.8％、宮古57.1％、那

覇50.0％でこの３地区は半数以上を占めている

が、他は３割以下であった。「知らない」と答え

たのは、家庭科免許所持者13.3％、免許外27.8％、

特に八重山では73.8％の高率を占め、ほとんどの

教師が高等学校の内容に対する理解に乏しい傾向

にある。また、「十分知っている」と答えたのは、

小学校家庭科の内容理解に比較して１／６程度で

あった。

中頭が56.5％で過半数以上を占めているが、他地

区は那覇30.0％、島尻25.0％とつづいているが、

他は１割台、免許外で「はい」は3.5％であった。

「いいえ」と答えたのは、免許所持者25.9％、免

許外16.5％であった。地区別では、免許所持者の

場合、島尻43.8％、宮古42.8％、那覇40.0％が多

かった。免許外は八重山の35.7％、宮古28.6％、

国頭26.7％が多い。

「分からない」と答えたのは、免許所持者11.8％、

免許外12.9％、地区別では、免許所持者の場合、

中頭の21.7％が多く、他は１割台であった。

全体的にみて、小・中・高一貫性の観点に立っ

て指導しているのは、32.9％で３割強を占めてい

る。先に述べた、小学校及び高等学校の家庭科の

食物領域の理解度に比較すると高いが、約７割が

「いいえ」及び「分からない」となっている。

現在、家庭科教育に求められている「生活者と

しての自立を図る」教科として期待されているこ

とを考えると、その社会的要請に応えるには、今

後更なる努力が必要だと思われる。

表１６高校の「家庭一般」等の食物領域の

理解の有無（家庭生活）

Ｋ腿枡兇免肝外家庭科免免許外蒙展科魚魚群タ

表１７小･中･高一貫性の観点に立つ指導の有無

（家庭生活）

段（100.〔

数字＝実数

６．小・中・高一貫性の観点に立つ指導の有無
ＪＯ－Ｏ）Ｉ２５－Ｃ

小・中・高一貫性を図った指導をしているの

は､全体的にみて、「いいえ」が42.4％で最も多く、

次いで「はい」は32.9％の３割強、「分からない」
は24.7％であった。

地区別に家庭科免許所持と免許外を比較する

と、「はい」と答えたのは、免許所持者の場合、

数字＝実数

－１３８－

総数
十分知っている十分とはいえない知らない

4(4.4）４９(54.4）３７(41J）

家庭科免免許外家庭科免免許外家庭科免免許外
許所持静所持許所持

9０４４４５１２２５

総数（100.0）（4.4）（48,9）（5.6）（13.3）（27.8）

国頭

中頭

那覇

島尻

1５１４３１６

(100.0）（6.7）（26.7）（20.0）（6.7）（40.0）

2６３１７５１

(100.0）（11.5）（65.4）（19.2）（3.8）

1０５１３１

(l0qO）（50.0）（20.0）（30.0）（10.0）

1７１０１３３

(100.0）（58.8）（5.9）（17.6）（17.6）

宮古７

八重山

(100.0）

４３

(57.1）（42.9）

1５４１１

(100.0）（26.7）（73.3）

総数 はいいいえ分からない

28(32.9）３６(42.4）２１(24.7）

家庭科兎免許外家庭科免免6ｷｯﾄ家庭科免免許外
許所持静所持許所持

8５２５．３２２１４１０１１

総敷く100.0）〈29.4）（3.5）（25.9）（16.5）（lL8）（12.9）

国頭

中頭

那覇

島尻

宮古

八重山

1５２１３４１４

(100.0）（13.3）（6.7）（20.0）（26.7）（6.7）（26.7）

2３１３４５１

(100.0）（56.5）（17.4）（21,7）（4.3）

1０３４１１１

(100.0）（30.0）（40.0）（10.0）（10.0）（10.0）

1６４１７２１１

(100.0）（25.0）（6.3）（43.8）（12.5）（6.3）（6.3）

７１３２１

(100.0）（17.3）（42.8）（28.6〉（14.3）

1４２１１５１４

(100.0）（14.3）（7.1）（7J）（35.7）（7.1）（28.6）
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7．「家庭生活」領域の調理指導の実態からみた

問題点と課題

３）学習形態

学習形態については、1つの授業クラスが'0人

未満、10-20人の授業クラスに男女別学が多い理

由は、今回の調査からは不明確であるが、生徒を

取り巻く生活環境や家庭の機能の変化に対応する

ため、「家庭生活」が新設された。そのためすべ

ての生徒に履修させるようになっており、男女が

協力して家庭生活を築いていることの重要性から

考えると、離島へき地で男子のみ、或いは女子の

みしか在学していない場合は別として、各学校に

おいて男女共学の履修形態をとることが望まし

い。この男女が協力して家庭生活及び社会生活を

築いていく姿勢を育成するためにも、男女共学の

学習形態への取り組みを積極的に推し進める努力

が必要である。

これまで、「家庭生活」領域の調理指導の実態

について述べてきたが、全体的にみて、大多数の

教師は「技術・家庭科」の「家庭生活」領域の内

容を十分に理解して指導に当たっている様子が伺

えるが、中には「食物」領域との関連や小学校家

庭科や高等学校の「家庭一般」等との関連を図ろ

指導に欠ける面もみられる。これまで述べてきた

実態調査の結果から次のような問題点や課題が指

摘できる。

１）免許外教員への対応

平成８年６月現在のアンケート調査結果から、

「技術・家庭科」の家庭系列の免許外担当者は３０

人（国語８人、音楽７人、英語４人、社会２人、

理科２人、保健体育２人、美術１人、免許外不明

４人）の多くは、１人で他教科と家庭科を指導し

ている。そのほとんどが離島へき地か、または、

小・中併置校に勤務しており、表１５，１６，１７から

小学校家庭科や高等学校「家庭一般」等の内容理

解も不十分であるために、小・中・校の一貫性の

観点に立つ指導もできない実情にある。また、自

由記述の要望にも免許外教員への実技を取り入れ

た研修会を１回だけでなく、多く取り入れて欲し

いとの訴えがあったことからも教科内容の取り扱

い及び小学校家庭科、高等学校「家庭一般」等の

男女選択必修の科目との関連を図ろ指導ができる

ような対応策が必要であると思われる。

４）調理実習の内容

中学校指導書技術・家庭編には、『食生活に関

する仕事では、（１）家族の生活、（２）家庭の経

済と関連付けて考えさせ、簡単な食事を整えるこ

とができるようにする。

ここでは、朝食や昼食などの簡単な食事を整え

る視点から、２－３品の簡単な調理を組み合わせ

た食事を計画に従って整え、家庭で応用して実践

できるようにする。

調理は、小学校家庭科で学習した調理を基礎に

し、市販の加工、半加工食品などを活用すること

によって、手順、方法、所用時間などに違いが生

じることを考えさせ、適切な活用ができるように

する。

計画を立てる際には、家庭の仕事として食事を

整えることの重要性に気付かせ、家族の生活時間

についても配慮させることが望ましい。

実習は計画に従って行い、実習の過程と結果及

び計画について評価・反省させるとともに、家庭

における実践の見通しをもたせる。’)」となって

いる。

このことを踏まえた上で、小学校家庭科で学習

したことの基礎的・基本的な知識と技術の把握及

び第２学年で履修する「食物」領域との関連を図

り、指導内容を「簡単な朝食の指導」にするか、

「簡単な昼食の指導」にするか、また、授業時数

を踏まえた上で、「簡単な朝食と昼食の両方の指

２）「家庭生活」に当てる授業時数

「家庭生活」に当てる授業時数は35単位時間を

標準とするので、指導内容の食物に当てる授業時

数は４－８時間が全体の５割強で約半数を占め、

適切な授業時数の配当をしているが、残りの５割

弱は、食物に当てる授業時数が多いものと推測さ

れる。そのために、他の指導内容の欠落が生じな

いよう「家庭生活」の目標を十分理解し、家族の

生活の理解、家庭の経済、家庭の仕事の基礎的な

知識と技術の習得を図り、家庭生活をよりよくし

ようとする実践的な態度を育てるために、その内

容構成と時間配当の再検討が重要となる。

－１３９－
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導」をするか決定し、生徒を取り巻く生活の現状

認識及び施設設備を踏まえた上で｢市販の加工品、

半加工品などの活用の仕方」の指導も必要と思わ

れる。

簡単な食事を整える視点から２－３品の簡単な

調理を組み合わせた指導となっているが、表12,

13からみると、簡単な調理に適しないのもあり検

討が必要であると思われる。

食器がない」「備品等が家庭より劣っているため

家庭から持参することがある」「簡単な朝食とい

うことでピザトーストを題材にしたいが、オープ

ンの台数が足りない」「調理台の台数が不足」「扇

風機、換気扇がないため夏場の調理実習は大変で

ある｣｢机､腰掛けの規格が生徒の体格に合わない」

「家庭科教室の電気容量が小さく天火を８台使用

したら電源が切れた」等は上げられている。

施設面の問題点については、すべての地区から

意見が寄せられていて地域差はなかった。施設設

備は、指導内容の定着を図ろためにも、また、生

徒達の学習意欲を喚起し興味・関心を高めるため

にも重要な役割を果たすので、現状を踏まえた施

設設備のあり方、指導の工夫を検討いていく必要

がある。

５）調理実習の回数

調理実習の回数は､簡単な朝食の指導をするか、

簡単な昼食の指導をするのか、また、簡単な朝食

の指導と昼食の指導の両方をするのかによって、

調理実習の回数は１回か２回が適当と思われる。

表９からも分かるように、調理実習が３回以上は

26.3％もいる。

家庭科は実践的・体験的学習の一層の充実が学

習指導要領にも記載されているが、「家庭生活」

領域の授業時数は35単位時間を標準とすることか

ら調理実習の回数の見直しが必要である。第２学

年で履修する「食物」領域の内容との関連を図っ

た指導計画の作成が課題といえる。

２）指導上の問題点と課題

（１）指導内容･時間、指導形態、指導法に関す

る問題点

指導内容については、「家庭生活」領域は「内

容が浅く、広いため通り一遍の授業になりやすい」

「領域が細分化されていて実習に向けての指導時

間がとれない」「調理器具、用具の使用法が分か

らず計量で戸惑う」「小・中との関わり、実習題

材はドリルでよいか」「男女が協力してできるよ

うな内容の抽出」「１クラス40人の生徒に調理実

習の指導をするのは、肉体的にも精神的にも疲れ

る。２０人位が適当である」等であった。

これらの意見をみると、「家庭生活」領域の内

容としての食物と「食物」領域の内容との関連や

それぞれの領域の目標達成のためには、どこに指

導の重点を置くべきかの把握が少々弱いように思

われる。

（２）生徒の実態に関するもの

生徒の実態については、①生徒の家庭生活との

関わりについての問題、②生徒自信の問題、③教

師の側の問題が上げられている。

①生徒の家庭生活との関わりについての問題

生徒の実生活との関わりから出た問題として

は、「家庭での手伝いをしていない、調理体験に

乏しく指導に時間がかかる」「食に関して各家庭

に格差がありすぎる」「部活、学習塾通いで家庭

のことは母にまかせてある」「授業と実生活のず

8．自由記述にみる「家庭生活」領域の施設設備

及び指導上の問題点と課題

「家庭生活」領域の施設設備及び指導上の問題

点と課題について、自由記述で述べられた内容を

類別するとつぎのとおりであった。

１）施設設備面の問題点と課題

（１）調理室が狭く、古い

具体的には、「教室が相互乗り入れ以前の少人

数用の施設であり、男女共学施設としては床面積

が狭い」「学級の人数が活動するスペースとして

は教室が狭い」「教室が狭く試食台が配置できな

い、そのため食事のマナーの指導が十分にできな

い状態にある」「ＯＨＰとＶＴＲ等の視聴覚機器

を活用した授業を取り入れたいがスペースや予算

の関係で現状では無理である」等、教室の狭さに

ついての訴えが多かった。

（２）設備・備品面の不備

設備・備品面の不備としては、「献立に応じた
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れが大きい」男子は家庭での家事分担が女子に比

べて少ない」「男子は家庭での体験の有無によっ

て差がある」等、家庭での生活体験からの問題点

が指摘されている。

②生徒個人の問題

「調理実習だけを好む」「関心度、技能の差が

大きすぎる」「男子は悪ふざけが多い」「男子は女

子に頼りきって作業していることが多い」と言う

反面「男女でグループを作っているが女子に甘え

がある」との指摘もあった。

③教師の側の問題

教師の側からは、「男女差は、ほとんどなく指

導上は困らないが、他教科と掛け持ちのため実習

の事前準備が大変である」また、免許外担当の教

師からは、「免許外研修は－度しか受けられない、

専門の指導者の授業をみたい｣との要望もあった。

総時間数が35単位時間であることを考えると

再検討が必要である。

3）１つの授業クラスの人数と学習形態：１つの

授業クラスの人数は31-40人が41.8％で多い

が、国頭、八重山は10人未満、10-20人が多
かった。

学習形態は、２１人以上のクラスでは、全て

男女共学であるが、１０人未満や10-20人クラ

スでは、男女別学や一部共学、一部別学がみ

られる。全体的には、男女共学が83.3％の高

率を占めていた。

３．「家庭生活」領域での鯛理実習の実態

1）調理実習の回数：全体では、２回が最も多く

４２．５％であった。

2）調理実習の指導内容：「簡単な調理を組み合

わせた朝食の指導」と「簡単な調理を組み合

わせた朝食・昼食の指導」が多く44.2％の同

率であった。

3）調理実習の指導内容と活用している主な食品

：「加工品、半加工品の活用に重点をおかな

い」が多く39.5％、「重点をおく」と「生鮮

食品の活用に重点をおく」は、共に25.6％・

地区別では、八重山は「生鮮食品の活用に重

点をおく」が61.5％で多かった。

4）朝食の実習で取り上げている調理：「パン」

を主とした指導が77.5％で多く、なかでも「ピ

ザトーストとサラダまたはフルーツヨーグル

ト」の献立が43.7％で多かった。「米飯」を

主とした指導は40.8％で、「米飯とみそ汁」

に「卵とじ」「ハムエッグ」「ゴーヤーチャン

ブルー」「サラダ」「即席づけ」等の副食を加

えた献立が36.6％であった。

5）昼食の実習で取り上げている調理：朝食とは

逆に「米飯」を主とした献立が多く52.9％を

占め、「汁物」を扱った献立は少なく、ほと

んどが弁当にも応用できる献立が43.1％を占

めていた。

6）郷土料理の指導の有無：指導しているのは

20.0％の低率で、指導回数は、ほとんどが１

回で「簡単な朝食の指導」や「簡単な昼食の

指導」のなかに取り入れており、沖縄そば、

サーターアンダギー、ぐずもち、ポーポー等

Ⅳ．要約

沖縄県における中学校技術・家庭科｢家庭生活」

領域の調理指導の実態について述べてきた。その

結果を要約するとつぎのとおりであった。

１．基本的属性：家庭科教員の免許所持率は

66.7％、免許外は33.3％であった。

家庭科担当者の身分は、教諭が84.2％、経験年

数は16年以上50.6％で約半数を占めるが、地区別

では特徴がみられ、宮古は６－１０年が多く42.8％

であった。年齢構成では、全体的には50代が多く

37.1％、20-30代は２割台となっている。

2．家庭科指導の実態

1）家庭科の指導体制：家庭科の免許所持者は

６６．７％、免許外33.3％、地区別では、離島へ

き地の多い八重山、国頭は免許外が、それぞ

れ73.3％、60.0％の高率が多く、教科の目標

及び基礎的・基本的事項をおさえた効果的な

指導のためには、定期的な研修の機会をもつ

必要性を感じる。

2）「家庭生活」で食物の指導に当てる授業時数

は：全体には、４－８時間が65.0％で多く、

妥当な時間配当であるが、なかには、３５時間、

３６時間もあり、これは「家庭生活」に当てる
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であった。 てる必要があるのではないだろうか。

２）「家庭生活」に当てる授業時数：「家庭生活」
に当てる授業時数は35単位時間を標準とする

ので、食物の指導に当てる授業時数は４－８

時間が全体の半数を占め、適切な授業時数の

配当をしているが、他の５割の教師は、食物

に当てる授業時数が多く「家庭生活」の中の

他の指導内容の欠落が懸念されるので「家庭

生活」の目標を十分に理解し基礎的な知識と

技術の修得を図り、家庭生活をよりよくしよ

うとする実践的な態度を育てるために、その

内容構成と時間配当の再検討が重要である。

３）学習形態：「家庭生活」領域が新設されたの

は、生徒を取り巻く生活環境や家庭の機能の

変化に対応するためで、すべての生徒に履修

させるようになっている。特に、男女が協力

して家庭を築いていく姿勢を育成するために

は、男女共学の学習形態への取り組みを積極

的に推進する努力が必要である。

４）調理実習の内容：「家庭生活」領域での調理

実習は１－２回が適当であると思われるが、

なかには３回以上も26.3％あった。実習の回

数の見直しの必要性と第２学年で履修する

「食物」領域の内容との関連を図った指導計

画の作成が課題といえる。

４．小学校家庭科の食物領域の理解の有無

「十分知っている」と答えたのは25.3％、「十

分とはいえないが知っている」５７．８％、この両方

で83.3％の教師は、ある程度小学校家庭科の食物

領域の内容を理解していることになる。また、免

許外は「十分知っている」はｏ、「十分ではない

が知っている」は17.8％であった。

５．高等学校「家庭一般」等の食物領域の理解の

有無

「十分知っている」４．４％、「十分ではないが知っ

ている」は54.4％で、先の小学校家庭科の食物領

域の理解度に比較して極端に低く１／６程度で
あった。

６．小・中・高一貫性の観点に立つ指導の有無

一貫性の観点に立つ指導の有無は、「はい」が

32.9％、「いいえ」「わからない」の両方で約７割

を占める。現在、家庭科に求められている「生活

者としての自立を図る」教科として期待されてい

ることから、その社会的要請に応えるためにも、

小・中・高一貫性の観点に指導の確立が求められ
る。

７．「家庭生活」領域の調理指導の実態からみた

問題点と課題

全体的にみて、ほとんどの教師は、その内容を

十分に理解して指導に当たっているが､なかには、

「食物」領域や小学校家庭科及び高等学校家庭科

「家庭一般」等との関連を図った指導に欠ける面

もみられた。これまで述べてきた結果から次のよ

うな問題点や課題が指摘できる。

ｌ）免許外教員への対応：本調査での「技術・家

庭科」家庭系列の免許外担当者は30人で、ほ

とんどが１人で他教科と家庭科を担当し、離

島へき地か小・中併置校に転勤している。小

学校家庭科や高等学校「家庭一般」等の内容

の理解も不十分なため、小・中.高の一貫性

を図った指導もできない状況にある。今後、

行政の側でも研修の機会を多く待ち、教科の

目標に沿った指導ができるような対応策を立

8．自由記述にみる「家庭生活」領域の施設設備

及び指導上の問題点と課題

1）施設設備の問題点と課題：教室が狭く古いた

め「生活の活動や食事のマナーの指導が十分

にできない」「予算不足、狭いため視聴覚機

器の活用ができない｣、さらに、設備・備品

不備のため「献立に応じた食器や機器の使用

ができない」「夏場は調理室が暑い」等が上
げられていた。

2）指導上の問題点と課題

（１）指導内容・指導形態：「内容が浅く広い」

ため指導しにくい、「時間が足りない」「内容

や題材の選定」「実習時の人数が多い」等で

あるが､｢家庭生活｣領域の調理指導と「食物」
領域の内容との関連や各領域の目標達成のた

めの指導の重点の置き方を再検討する必要が
あるものと思われる。
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（２）生徒の実態に関する問題：①生徒の家庭生

活に関する問題として、「家庭での生活体験

が乏しく、授業と実生活のずれが大きい」

「男子は家庭での家事分担が女子より少な

い」②生徒個人の問題としては、「調理実習

だけを好む」「関心度、技能の差が大きい」

「女子に甘えがある」等を上げていた。

このような、家庭における家事労働の減少

は､小・中・高校を通して共通の課題である。

特に、男生徒に家事分担が少ないのは、伝統

的な性別役割分業意識が影響しているもの

と思われる。この意識を変えていくため

にも、家庭科の男女共修の果たす役割は大き

い｡

③教師の側からは、「男女差は、ほとんどなく指

導上は困らないが、他教科と掛け持ちのため実習

の事前準備ができない」また、免許外担当の教師

からは、「免許外研修は１回だけなので、専門の

指導者の授業を見たい」との要望があったが、県

内でも、琉球大学付属中学校では、定期的に公開

授業を行っており、積極的に情報収集し研修への

参加を望みたい。
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